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研究の背景及び目的

右⼿と左⼿は鏡面対称で親指や⼩指などの要素や並びに違わないのに、右⼿
⽤の鋏は左手では切り難く、右⼿で左⼿⽤のグローブは使えません。分⼦の
世界でも、右旋性のリモネンは柑橘系の⾹りがするのに対し左旋性のでは森
林系の⾹りがします。薬では左右の違いで薬効が異なることがあります。弦
巻ばねの右巻と左巻でばね定数は変わりませんが、分子の並びが右旋性か左
旋性かで物理的性質が異なる材料が存在します。このような左右で異なる性
質（キラリティ）を示す物質のメカニズムを調べ制御することが目的です。

■ おもな研究内容

期待される効果・応用分野

電気材料、電気光学変換素⼦の研究開発
新素材の研究開発
電気で特性を変化できる素⼦の研究開発

■ 共同研究・特許など

硫酸グリシンのキラリティに関する研究（早稲⽥⼤学）

研究分野 物性物理学、応用物理学、誘電体

キーワード 固体物理、強誘電体、X線結晶構造解析、圧電、焦電、自発分極、キラリティ

研究室URL：http://piezo.eng.u-toyama.ac.jp/
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